
国立国会図書館関西館新館(仮称)の事例

東京本館の所蔵資料増加に
対応する大規模書庫として建
設された国立国会図書館関西
館は、後世に残す資料を所蔵
する書庫棟の増築を3段階に

分けて行うこととし、現在は１
つ目の書庫棟の工事を行って
います。関西館本館の機能を
十分に発揮するために、機能
面、環境面、景観面の視点か
らバランスの取れた高機能な
書庫の実現を目指しています。

この建物について

断熱計画による室内環境の安定化

向上
－i-Constructionの導入生 性産

建設中の関西館新館の工事では様々な最新のテクノ
ロジーが活用されています。例えばASP。クラウドサー
ビスを用い、図面、工事写真、工程表などを電子データ
で共有しています。共有しているファイルはタブレット端
末を使えば現場内のどこでも閲覧できます。加えて、朝
礼会場に大型LEDパネルを設置することでタブレット端
末から直接各種図面を表示することもでき、分かりやす
く、素早く情報を伝えることができます。UAV（通称ド
ローン）も活用し、毎日、工事全景写真を撮影していま
す。工事の進み具合が分かりやすく、現場見学に来た
人にも簡単に説明できます。

▲タブレット端末に表示した図面 ▲大型LEDに図面を映した様子

関西館新館では、生産性向上
の取組みの他にも様々な特徴的
な取組みがあります。その一つが
断熱計画です。外部環境と書庫と
の境にバッファーゾーンを設け、
室内環境を安定化させます。これ
により、内部結露防止、空調負荷
の軽減、建物の長寿命化を目指
しています。

平城宮跡の復原整備の概要

－平城宮跡南門の復原歴史

奈良県にある平城宮跡歴史公園では、特別史跡であ
る平城宮跡の歴史的価値・魅力向上に向けた様々な整
備が行われています。現在は、第一次大極殿正殿に引
き続いて「南門」の復原整備を行っており、東楼、西楼、
回廊が順次整備される予定です。

伝統的工法（木工事）

木工事では、伝統的な工法
として、古代の大工道具を使
用しています。右の写真のよ
うに手斧（ちょうな）や槍鉋（や
りがんな）も用いて各部材の
仕上げを行っています。

伝統的工法（瓦製作）

所在地 奈良県奈良市佐紀町地先
敷地面積 175,444㎡
建築面積 450㎡ (素屋根 2,144㎡)
延べ床面積 196㎡
構造 木造 五間三戸二重門

所在地 京都府相楽郡精華町精華台8丁目1-3
敷地面積 82,659㎡

【新館】
建築面積 4,585㎡
延べ床面積 25,003㎡
構造 鉄骨造

(一部鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造)
階数 7階建(地下1階)

【本館】
建築面積 10,357㎡
延べ床面積 59,270㎡
構造 鉄筋鉄骨ｺﾝｸﾘｰﾄ造

(一部鉄骨造)
階数 4階建(地下4階)

▲新館計画段階での断面図

▲国立国会図書館関西館本館の正面外観
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南門の復原整備

2017年より工事が始まった南門は、大極殿院の正面
入口となる建造物です。復原整備では、伝統的な材料、
工法を用いることを基本方針としています。

▲実際に使用している道具

▼麻の布目を再現した平瓦

槍鉋を用いて部材を仕上げる様子▲

木工事の他にも様々な特徴
があります。瓦製作もその一
つです。平瓦には、凹面に
「布目」と呼ばれる古代の瓦
に残っていた布の模様を意図
的に再現しています。凸面に
は「縄目」と呼ばれる縄をまい
た棒状の道具で粘土を叩き
締めた痕跡を再現しています。
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